
観
光
立
国

「住んでよし」地域支える政策を

民
泊

トラブル解消へ、法見直し必要

ポ
ス
ト
大
阪
・
関
西
万
博

レガシー生かし「次なる観光ビッグバン」に備えよ

温
泉
文
化

登録へ、さらなる機運醸成を

午
年

焦点 

観光業界のキーワード

（５） 第３２９７号第３種郵便物認可２０２６年（令和８年）１月１日（木曜日）増刊

　
観
光
庁
は
、
新
し
い
観
光
立

国
推
進
基
本
計
画
（
以
下
、
基

本
計
画
）
の
策
定
を
進
め
て
い

る
。
基
本
計
画
は
国
の
観
光
政

策
を
示
す
中
期
計
画
で
、現
在
、

策
定
中
の
計
画
は
第
５
次
と
な

り
、
対
象
期
間
は
２
０
２
６
～


年
度
。
有
識
者
で
構
成
す
る

交
通
政
策
審
議
会
観
光
分
科
会

で
議
論
し
て
お
り
、
３
月
ご
ろ

に
国
土
交
通
相
に
答
申
、
閣
議

決
定
を
目
指
し
て
い
る
。

　
第
５
次
基
本
計
画
の
策
定
に

向
け
て
、
特
に
重
視
さ
れ
て
い

る
の
が
、
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

受
け
入
れ
と
住
民
生
活
の
質
の

確
保
と
の
両
立
」
と
い
う
テ
ー

マ
だ
。
背
景
に
は
、
過
度
の
混

雑
や
マ
ナ
ー
違
反
と
い
っ
た
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る

社
会
の
厳
し
い
視
線
、
あ
る
い

は
、
規
制
・
管
理
の
強
化
を
伴

う
外
国
人
政
策
の
見
直
し
と
い

っ
た
政
治
の
動
き
が
あ
る
。

　
第
５
次
基
本
計
画
の
策
定
に

関
し
て
観
光
庁
の
村
田
茂
樹
長

官
は
過
去
の
会
見
で
、
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
を
わ
が

国
の
経
済
成
長
や
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
意
義

に
加
え
、
さ
ら
な
る
受
け
入
れ

に
向
け
た
国
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入

れ
と
国
民
生
活
の
両
立
の
た
め

の
施
策
の
徹
底
や
、
地
方
誘
客

の
よ
り
一
層
の
促
進
等
に
よ

り
、
観
光
の
持
続
可
能
性
を
高

め
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
４
千
万
人
時

代
を
迎
え
る
中
、
「
住
ん
で
よ

し
、訪
れ
て
よ
し
の
国
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
し
た
「
観
光
立

国
」
政
策
は
、
そ
の
意
義
を
社

会
に
改
め
て
認
め
て
も
ら
う
必

要
性
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
観

光
立
国
推
進
基
本
法
の
施
行
か

ら

年
、
「
住
ん
で
よ
し
」
の

部
分
に
関
し
て
は
、
多
く
の
課

題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
今
の
状
況
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
対
策
が
後
手
に
回
っ

た
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
滞
在
先
が

大
都
市
部
な
ど
に
偏
る
一
方

で
、
旅
行
消
費
を
通
じ
た
恩
恵

は
地
方
部
、
全
国
津
々
浦
々
に

は
十
分
及
ん
で
い
な
い
。
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
む
地

域
に
あ
っ
て
、
「
観
光
立
国
」

政
策
に
よ
る
「
住
ん
で
よ
し
」

の
実
現
は
道
半
ば
と
い
え
る
。

　
自
動
車
産
業
に
次
ぐ
水
準
に

成
長
し
た
輸
出
産
業
と
し
て
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
重
要
性
、
恵

ま
れ
た
文
化
・
自
然
資
源
を
背

景
と
し
た
観
光
産
業
の
成
長
性

に
疑
う
余
地
は
な
い
。
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
地
域
の
経
済

を
潤
し
、
地
域
の
暮
ら
し
を
豊

か
に
す
る
地
域
本
位
の
「
観
光

立
国
」
政
策
の
推
進
だ
ろ
う
。

　
観
光
立
国
の
旗
を
降
ろ
す
必

要
は
ま
っ
た
く
な
い
。
成
果
を

上
げ
て
き
た
「
訪
れ
て
よ
し
」

の
政
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
訪

れ
て
よ
し
」が「
住
ん
で
よ
し
」

に
つ
な
が
る
よ
う
、人
材
育
成
、

財
源
確
保
、
制
度
設
計
に
お
い

て
地
域
を
支
え
る
政
策
の
立

案
、
推
進
に
重
き
を
置
く
べ
き

だ
。
国
・
地
方
、
政
官
民
の
知

見
を
集
め
て
、
真
の
観
光
立
国

を
実
現
し
た
い
。　【
向
野
悟
】

京
都
市
内
に
は
民
泊
に
反
対

す
る
の
ぼ
り
旗
も

　
訪
日
外
国
人
の
増
加
に
伴
い

宿
泊
施
設
が
逼ひ

っ

迫ぱ
く

す
る
な
か

で
、
宿
泊
希
望
者
の
受
け
皿
と

な
っ
て
い
た
民
泊
。
最
近
は
ト

ラ
ブ
ル
が
相
次
ぎ
厳
し
い
目
が

注
が
れ
て
お
り
、
そ
の
在
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
ホ
テ
ル
の
宿
泊
費
高
騰
も
あ

っ
て
か
、
最
近
で
は
外
国
人
ば

か
り
で
は
な
く
、
日
本
人
旅
行

者
の
中
に
も
民
泊
を
利
用
す
る

人
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う

だ
。
民
泊
は
宿
泊
施
設
の
新
た

な
形
態
と
し
て
一
定
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
が
、
利
用
者
に

よ
る
騒
音
や
ご
み
出
し
な
ど
を

巡
っ
て
近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ

ル
も
ま
た
目
立
っ
て
い
る
。

　
「
帰
っ
た
後
は
そ
こ
ら
じ
ゅ

う
に
ご
み
が
散
乱
し
、
後
片
付

け
が
大
変
。
ご
み
も
勝
手
に
出

し
、
近
隣
の
人
か
ら
苦
情
が
出

た
」
と
話
す
貸
し
手
も
い
る
。

ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
呼
び
掛
け

て
い
る
が
、
な
か
な
か
徹
底
し

な
い
。
身
勝
手
な
振
る
舞
い
は

一
部
の
利
用
者
に
過
ぎ
な
い
の

だ
が
…
。

　
東
京
都
豊
島
区
で
は
民
泊
規

制
を
厳
し
く
す
る
条
例
が
成

立
、

月

日
か
ら
適
用
さ
れ

た
。
条
例
で
は
、
営
業
期
間
を

こ
れ
ま
で
の
年
１
８
０
日
か
ら

１
２
０
日
に
減
ら
す
と
と
も

に
、
事
業
者
へ
の
罰
則
規
定
を

定
め
、
違
反
し
た
場
合
、
５
万

円
以
下
の
過
料
を
科
す
。

　
ま
た
、神
奈
川
県
鎌
倉
市
は
、

民
泊
を
始
め
る
事
業
者
ら
に
向

け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ

た
。
事
前
相
談
、
周
辺
住
民
へ

の
事
前
周
知
、
自
治
会
に
緊
急

連
絡
先
を
伝
え
る
な
ど
し
て
、

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。
民
泊
の
ご
み
は

事
業
ご
み
に
あ
た
り
、
家
庭
ご

み
の
集
積
所
に
出
す
と
不
法
投

棄
に
な
る
と
も
警
告
し
て
い

る
。

　
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
に
基

づ
く
「
特
区
民
泊
」
に
つ
い
て

は
、
大
阪
市
が
新
規
の
申
請
受

け
付
け
を
今
年
５
月
で
取
り
や

め
る
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
。

ま
た
、
す
で
に
営
業
許
可
を
受

け
な
が
ら
も
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

し
て
い
る
悪
質
な
事
業
者
の
認

定
取
り
消
し
を
想
定
し
た
マ
ニ

ュ
ア
ル
「
行
政
処
分
等
取
扱
要

領
」
を
新
た
に
制
定
、
従
わ
な

い
場
合
は
厳
し
い
処
分
を
科
す

方
針
だ
。

　
民
泊
に
対
す
る
規
制
強
化
で

ト
ラ
ブ
ル
が
減
る
の
を
期
待
し

た
い
が
、
一
方
で
届
け
出
の
な

い
「
闇
民
泊
」
が
増
え
る
の
で

は
な
い
か
と
の
懸
念
も
あ
る
。

闇
民
泊
が
横
行
す
る
と
ル
ー
ル

は
全
く
守
ら
れ
な
い
の
で
、
事

態
は
よ
り
深
刻
化
す
る
恐
れ
も

あ
る
。

　
暮
ら
し
の
安
心
を
守
る
視
点

か
ら
、
国
や
自
治
体
は
民
泊
や

簡
易
宿
所
を
巡
る
制
度
の
見
直

し
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　【
内
井
高
弘
】

　
昨
年
の
一
大
注
目
ト
ピ
ッ
ク

で
あ
っ
た「
大
阪
・
関
西
万
博
」。

閉
幕
に
向
け
尻
上
が
り
に
関
心

が
高
ま
り
、
関
係
者
含
め
２
９

０
０
万
人
超
が
来
場
。
閉
幕
以

後
も
、
パ
ビ
リ
オ
ン
や
展
示
内

容
の
国
内
外
へ
の
移
設
、
活
用

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
断
続
的
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
万
博
で
使

用
し
た
設
備
な
ど
の
リ
ユ
ー
ス

・
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
「
万
博

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　

ミ
ャ
ク
市
！
」
な
ど
の
取
り
組

み
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
掲
げ
た
万

博
の
閉
幕
後
の
取
り
組
み
と
し

て
着
目
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
万
博
に
向
け
て
、
大
阪
市
内

な
ど
で
は
駅
施
設
の
改
修
や
案

内
サ
イ
ン
の
整
備
が
進
み
、
外

資
系
ブ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
も
次
々

開
業
。
大
阪
中
心
部
は
驚
く
ほ

ど
明
る
く
な
り
活
気
が
生
ま
れ

た
。
Ｊ
Ｒ
や
私
鉄
が
連
携
し
て

整
備
し
た
周
遊
促
進
ア
プ
リ

「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
　
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
」
や
、
官
民
に
よ
る
「
関
西

広
域
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
」、
産

学
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
な
ど

も
創
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も

「
大
阪
・
関
西
万
博
」
の
レ
ガ

シ
ー
（
遺
産
）
で
あ
り
、
今
後

の
観
光
・
地
域
振
興
の
一
翼
を

担
う
も
の
と
し
て
、
取
り
組
み

が
続
い
て
い
く
予
定
だ
。

　
一
方
で
反
省
す
べ
き
こ
と
も

「
レ
ガ
シ
ー
」
と
し
て
捉
え
、

今
後
に
生
か
す
こ
と
が
必
要

だ
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続

く
ナ
シ
ョ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
官
民
挙
げ
て
取
り
組
む
立

て
付
け
で
あ
っ
た
こ
の
万
博
だ

が
、
残
念
な
が
ら
向
き
合
い
方

も
取
り
組
み
方
も
、
地
域
や
事

業
者
に
よ
っ
て
差
が
あ
っ
た
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
同
様
に
、
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
情
報
に
引
っ
張
ら
れ
、
取

り
組
み
が
後
手
に
回
っ
た
感
は

な
か
っ
た
か
。「
来
場
外
国
人

向
け
に
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
な
ど
を

仕
掛
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」「
今

後
を
見
据
え
、
各
国
と
の
交
流

機
会
を
作
る
べ
き
だ
っ
た
」
な

ど
、
反
省
す
べ
き
点
は
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。

　
現
在
、
国
は
２
０
３
０
年
に

訪
日
外
客
数
６
千
万
人
、
消
費

額

兆
円
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。
昨
年
開
か
れ
た
近
畿
運
輸

局
主
催
の
ポ
ス
ト
万
博
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
橋
爪
紳

也
・
大
阪
公
立
大
学
特
別
教
授

は
、

年
を
「
次
の
観
光
ビ
ッ

グ
バ
ン
の
年
」
と
位
置
付
け
、

「
５
年
後
に
観
光
客
が
今
の
倍

近
く
に
な
る
状
況
を
考
え
て
、

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
で
今
か
ら
準

備
、
投
資
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
指
摘
し
た
。

年
に
は
大
阪

・
夢
洲
で
の
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

（
Ｉ
Ｒ
）
開
業
も
あ
る
。
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
あ
る
高
付
加
価
値
型

旅
行
を
求
め
る
層
は
、
地
方
へ

の
関
心
を
高
め
て
お
り
、
Ｉ
Ｒ

開
業
は
地
域
の
一
ト
ピ
ッ
ク
に

と
ど
ま
ら
な
い
。

　
５
年
後
の
未
来
に
向
け
、
わ

れ
わ
れ
は
ま
た
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
思
考
回
路
の
ま
ま
旧
来
通
り

を
続
け
る
の
か
、
あ
る
い
は
千

載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

準
備
を
始
め
る
の
か
。
万
博
の

レ
ガ
シ
ー
を
生
か
し
、
決
断
、

行
動
し
た
い
。　【
小
林
茉
莉
】

　
国
の
文
化
審
議
会
は

月


日
、「
温
泉
文
化
」
を
ユ
ネ
ス

コ
の
無
形
文
化
遺
産
へ
の
新
規

提
案
候
補
に
選
定
し
た
。「
神

楽
」
も
同
時
に
選
定
し
、「
ユ

ネ
ス
コ
に
よ
る
審
査
の
優
先
順

位
を
『
神
楽
』『
温
泉
文
化
』

の
順
と
す
る
」
と
し
た
。
神
楽

は
２
０
２
８
年
、
温
泉
文
化
は


年
に
審
査
の
上
、
登
録
の
可

否
が
決
ま
る
見
込
み
だ
。
登
録

を
目
指
す
温
泉
・
観
光
団
体
は

最
短
と
さ
れ
る

年
の
登
録
を

目
指
し
、
活
動
を
進
め
て
い
た

が
、
国
内
の
候
補
に
無
事
選
定

さ
れ
た
こ
と
を
素
直
に
喜
び
た

い
。

　
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録

は
、日
本
で
は

年
の「
能
楽
」

「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
」「
歌
舞
伎
」

を
皮
切
り
に
、

年
の
「
伝
統

的
酒
造
り
」
ま
で
、

件
が
登

録
さ
れ
て
い
る
。
日
本
か
ら
の

登
録
は
諸
外
国
に
比
べ
て
件
数

が
多
い
た
め
２
年
に
１
件
と
さ

れ
、
次
の
登
録
は

年
。
既
に

「
書
道
」
が
候
補
と
し
て
決
定

し
て
い
る
。
神
楽
は
そ
の
次
、

温
泉
文
化
は
さ
ら
に
そ
の
次
の

候
補
と
な
る
。

　
温
泉
文
化
の
ユ
ネ
ス
コ
登
録

へ
の
機
運
が
高
ま
っ
た
の
は


年
６
月

日
。
日
本
温
泉
協
会

の
会
員
総
会
で
会
員
提
出
議
題

と
し
て
温
泉
文
化
の
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
を
目

指
す
議
案
が
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

　
以
降
、

年

月

日
は
自

民
党
、
公
明
党
の
国
会
議
員
が

「『
温
泉
文
化
』
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
登
録
推
進
議
員
連

盟
」、
同
年

月

日
は

道

県
が
「『
温
泉
文
化
』
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
応
援

す
る
知
事
の
会
」
を
設
立
。


年
４
月

日
は
全
国
旅
館
ホ
テ

ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合

会
、
日
本
温
泉
協
会
、
日
本
旅

館
協
会
が
民
間
の
推
進
組
織
と

し
て
「『
温
泉
文
化
』
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
全
国
推
進
協

議
会
」
を
設
立
し
た
。

　
協
議
会
は
候
補
へ
の
選
定
、

登
録
に
向
け
て
機
運
を
高
め
る

運
動
を
展
開
。
１
０
０
万
筆
を

目
標
と
し
た
署
名
活
動
を
進

め
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
合

わ
せ
て
こ
れ
ま
で
に
約

万
筆

を
集
め
た
。

　
昨
年
７
月

日
は
ユ
ネ
ス
コ

へ
の
登
録
に
必
要
な
温
泉
文
化

の
「
保
存
団
体
」
と
し
て

「『
温
泉
文
化
』
国
民
会
議
」

が
発
足
。
同
じ
く
登
録
に
必
要

と
さ
れ
る
温
泉
文
化
の「
定
義
」

も
有
識
者
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
。

　
今
後
は
国
が
今
年
３
月
ま
で

に
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
へ
提
案
書

を
提
出
。

年

月
ご
ろ
、
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
保
護
条

約
政
府
間
委
員
会
で
審
査
の

上
、
登
録
の
可
否
が
決
ま
る
見

込
み
だ
。

　
協
議
会
の
青
柳
正
規
会
長
は

「
当
協
議
会
と
し
て
は
、
登
録

に
向
け
て
引
き
続
き
国
内
外
の

機
運
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
。
登
録
を
確
か
な

も
の
に
す
る
た
め
に
、
関
係
す

る
団
体
、
事
業
者
は
、
さ
ら
な

る
機
運
醸
成
と
、
そ
の
文
化
的

価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
努
力
が

必
要
だ
。

　【
森
田
淳
】

　
２
０
２
５
年
の
観
光
業
界
は
大
阪
・
関
西
万
博
な
ど
で
活
発
な
動
き
を
見
せ
た
半
面
、

日
中
間
の
対
立
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に
影
を
落
と
し
た
。

年
の
干え

支と

は

年
に
一
度

巡
っ
て
く
る
「
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
」
と
い
う
稀け

有う

な
年
で
あ
る
。
太
陽
の
よ
う
な
明

る
さ
と
行
動
力
を
象
徴
す
る
年
と
い
わ
れ
、
業
界
に
と
っ
て
言
葉
通
り
の
年
と
な
る
こ
と

を
願
う
。
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
取
り
上
げ
、
記
者
の
独
断
と
偏
見
で
見
通
し
た
。


